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PointCounterPointに つ い て

三 浦 良 邦

1

1928年 に発 表 され たAldousHuxleyのPointCounterPointは 、 そ れ

ま で の 前 三 作 を 包 括 し、 総 合 しよ う とす る 「野 心 的 な 」1)大 作 で あ る 。

CromeYellow(1921)、AnticHa'ソ(1923)、ThoseBarrenヱ,eaves

(1925)に お い て使 用 され たハ ウ ス ・パ ー テ ィ形式 で の 会 話 、 あ る い は、 登

場 人 物 に対 す るHuxleyの 風 刺 や揶 揄 はPointCounterPointで も継 続 し

て い るが、Huxleyは これ 以 外 に新 しい実 験 を試 み て い る。Huxleyは 、 小

説 の構 成 に音 楽 の構 成 を応 用 して 「小 説 の音 楽 化 」2)と い う構 想 を 打 ち立 て 、

ま た、 内容 と して は 「思 想 小 説 」(p.409)と い う概 念 を 導 入 して 、 様 々 な

20人 近 い登 場 人 物 の錯 綜 した人 間 関係 を、 夜 会 ・レス トラ ン ・ク ラブ ・家 庭

で の会 話 や議 論 、 映 画 の フ ラ ッ シ ュバ ック に似 た技 法 、 手 記 、 手 紙 等 を用 い

て描 写 し、PointCounterPointを 壮 大 な 人 生 の シ ン フ ォ ニ ー に 仕 立 て あ

げ て い る。

小 説 の テ ー マ は、 小 説 の 冒頭 に記 さ れ たFulkeGrevilleの 「情 熱 と理 性

は 自 己分 裂 の 源 に あ らず や」 に述 べ られて い る よ う に、 人 間 は精 神 面 と肉 体

面 に 自 己分 裂 を起 こ して い る とい う こ と で あ る。3)こ れ に対 す るcounter

テ ー マ は、 人 間 の精 神 面 と肉 体 面 の調 和 と平 衡 の とれ た 生 き方 で あ り、 この

思 想 が小 説 全 体 の規 範 の思 想 とな って い る。 後 者 の思 想 の 具 現 者 はMark

Rampionで あ り、前 者 の 思想 の 具 現者 はRampion夫 妻 を 除 い た す べ て の

登 場 人 物 で あ り、 そ の代 表 はPhilipQuarlesで あ る。 本 論 で は、Philipと

Rampionを 比較 す る こ と に よ って 、人 間 の精 神 面 と肉体 面 との 対 立 ・葛 藤

と融 合 の問 題 を考 察 して み た い。 これ につ いて は、 す で に議 論 が 尽 くされ て
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い るか も しれ な いが 、 私 な り の見 解 を ま と め て み た い。 また、 そ の過 程 で 彼

らの妻 を 通 してHuxleyの 女 性観 も考 え て み た い。

II

PhilipQuarlesは 、知性が極度に発達 し、物事を観察 ・分析 し、理論を

組み立て ることが得意である。このPhilipの 知性は、20世紀前半 の文明社

会の様々な事象を分析 ・解釈 し、彼が小説家として成功する原動力となった。

しか し、彼は知的である反面、情緒面、特 に人間的な感情が不足 している。

この感情の欠如のため、彼は人間関係がわずらわ しく、特に個対個の人間関

係が苦手である。そのため、彼は他との関係を妻のElinorに 依存 している

が、自分 と妻との関係は誰も仲介者がいなく、 自分が妻 と向き合うほかはな

い。 しか し、PhilipはElinorと うまくいかない。ElinorはPhilipに

く暖かみのある人間的愛情〉を求めるが、PhilipはElinorの 喜びや悲 し

みに共感することができなく、二人の気持ちは絶えず行き違 うのである。例

えば、巨大な満月を見て、Elinorは すぐさま楽 しかった新婚時代を思 い出

し、「あの頃の晩を覚えていらっしゃる」(P・99)と 夫に同意を求ある。 そ

れに反 して、他の事に思いを巡 らしていたPhilipは 、妻に言われて楽しかっ

た新婚時代を思い出すが、考えを中断されたことを不快に思い、そっけない

返事をする。そのことで、Elinorは 夫はもう自分 を愛 していないと感情的

になり、彼を非難する。それに対 して、Philipは 論理的に反駁する。 もう

一っ の例 は、 彼 らの乗 った車 が犬 を轢 いた時 の二人 の反 応で あ る。

Elinorは 、率直に犬がかわいそうと言 うが、Philipは 犬が牝犬 を追いかけ

ていて轢かれた出来事か ら、道徳の問題 とかシシリーの出産統計とかを話 し

出す。この二つの例が示すように、Philipは 〈知性の殻〉 に閉 じこもり、

最 も身近な人間であり、信頼すべき妻 とさえ意志を疎通させることができな

いのである。彼は知性 と感情に自己分裂を起 こし、行動不能に陥っているの
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で あ る。

しか しなが ら、PointCounterPointで は、Philip一 人 だ け が 自 己 分

裂 に苦 悩 して い る の で は な く、Rampion夫 妻 を除 い たす べ て の 登 場 人 物 が

何 らか の 自 己分 裂 を起 こ して い る。 人 間 に は、 精 神 と肉体 、 また知性 、理 性、

直 観 、 本 能 、 感 情 等 が存 在 す るが 、 登 場 人 物 は いず れ も どれ か に偏 った 生 き

方 を して お り、 不 十 分 な生 を生 きて い る。 比 較 的 わ か りや す い の は、 肉 体 や

本 能 を代 表 す るJohnBidlakeやLucyTantamount、 あ る い は学 者 で 知

の代 表 で あ るLordEdwardTantamountで あ るが 、 こ の 他 に も興 味 深 い

人 物 が登 場 す る。 実 生 活 に絶 望 し、 神 の存 在 を 求 め て 考 え られ る限 りの 反 社

会 的 な罪 悪 を重 ね、 最 後 に は 殺 人 まで 犯 すMauriceSpandrell、 自身 は 精

神 的 だ と信 じて い るが、 そ の実 軽 薄 で 人 生 享 楽 型 のDenisBurlap、 言 動 が

一 致 しな い共 産 主 義 者 のFrankIllige 、 フ ァ シズ ム 団 体 の イ ギ リス 自 由 人

連 盟 の首 領 のEverardWebley等 で あ る。 ま た、Huxleyの 辛 辣 な風 刺 の

俎 板 に の せ られ 、 そ の無 能 さ の描 写 が最 も読 者 の共 感 を得 る人 物 は、Sidney

Quarlesで あ る。

これ らの 人 物 に混 じ っ て、Huxleyの 他 の 作 品 との 関 連 か ら重 要 な の は

WalterBidlakeで あ る。WalterはThoseBarrenLeavesの 若 き 日 の

FrancisCheliferの 女 性 に対 す る理 想 と現 実 の葛 藤 を 受 け 継 ぎ、 また 後 期

の神 秘 主 義 的 作 品 、 例 え ばIsland(1962)のWillFarnabyへ と発 展 し て

い く人 物 で あ る。Walterは 妊 娠 して い る 気 の毒 な 内 妻 のMarjorieCarl-

ingを 大 事 に しな けれ ば と考 え る反 面 、 彼 女 の精 神 性 に飽 き足 らず 、理 性 で

は反 発 しな が ら、 自 由奔 放 で 娼 婦 型 のLucyに 邪 険 に 扱 わ れ な が ら、 彼 女

に 引 き寄 せ られ る。 つ ま り、Willと 同様 、Walterは 〈 な す べ きで な い こ

と〉 を して しま う。4)そ の結 果 、Walterは 、 常 に心 の 奥底 で は、 罪 悪 感 に

苦 しみ、 良 心 の 呵責 に悩 む こ と に な る。Walterは 、Lucyと の 愛 欲 を 「あ

の女 と の こ とは狂 気 の よ うな もの だ。 した くは な いん だ。 ど う に もな らな い

ん だ」(p.208)とMarjorieに 弁解 して い るが、 彼 に は理 性 的 、 良 心 的 な
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面 と情念的、本能的な面とが同居 しており、彼は絶えずその二っの果て しな

い相剋に引き裂かれているのであり、その二面はどこまでいって も平行線で

交差 しないのである。

III

PointCounterPointで は、Rampion夫 妻 以 外 の す べ て の登 場 人 物 が 自

己分 裂 を 起 こ し、 人 生 に苦 悩 して い るが 、Philipと 彼 以 外 の 人 物 と の 間 に

は重 要 な 相 違 点 が 一 っ 存 在 す る。 っ ま り、Philip以 外 の 人 物 は苦 悩 して い

るだ けで 、 苦 悩 の原 因 を探 求 した り、 自 己 を変 革 す る必 要 を認 識 して い な

い の に対 して 、Philipだ けが 登 場 人 物 中 唯 一 自 己 変 革 の 必 要 性 を 自覚 し、

自 己再 生 へ の 意 欲 を 示 す と い う こ と で あ る。 こ の 点 に お い て 、Philip

は、 登 場 人 物 の精 神面 と肉体 面 との融 合 へ の潜 在 的 な願 望 を 代 表 して、 自己

変 革 とい う命 題 に 挑戦 す る人 物 と考 え る こ と も可 能 で あ る が 、Philipに は

も う一 っ の 性 格 が あ る。Philipは 前 三 作 の 主 人 公 、 特 にCromeYellow

のDenisStone、 、9nticHayのTheodoreGumbrilJuniorの 延 長 線 上 に

位 置 して お り、 自意 識 過 剰 で優 柔 不 断 な知 的 青 年 の行 動 不能 とい う問題 を継

続 ・総 合 して い る の で あ る。

Philipの 自己変 革 は、 ま ず 自身 の生 活 へ の反 省 か ら始 ま る。Philipは 自

身 の 生 活 に満 足 して い るの で は な く、 彼 自身 の生 き方 に疑 問 を抱 き、 自身 の

生 活 の欠 点 を 自覚 して い る。 「頭 の才 だ け で な い心 の才 能 。 分 析 的 に理 解 す

る才 だ けで な い、 感 情 の、 共感 の、 直観 の才 能 。 そ れ が 自分 に は な い 。 心 、

心」(p.267)。 この 自 己を 客観 視 す るPhilipの 優 れ た知 性 は、 更 に、 彼 の

知 的 生 活 の欠 陥 を 見事 に分 析 して い る。

I regarded the Search for Truth as the highest of human tasks 

and the Searchers as the noblest of  men. But in the last year 

or so I have begun to see that this famous Search for Truth is 

just an amusement, a distraction  like any other, a rather refined
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and elaborate substitute for genuine living  .  .  . I also perceived 

that the pursuit of Truth is just a polite name for the intellec-

tual's favourite pastime of substituting simple and therefore false 

abstractions for the living complexities of reality. But seeking 

Truth is much easier than learning the art of integral living  .  . . 

(pp. 443-4)

Philipは 、知的活動の分析を通 して、重要 なのは 「真理探求」ではな く、

現実の複雑さの中で人間として生きることである、と悟る。 そ して、「私 に

とっての問題 は、傍観者的な知的懐疑主義を調和のとれた全面的な生 き方 に

かえてゆくことだ」(p.440)と いうPhilipの 決意になる。

しか し、Philipの この決意は実行に移されない。単 に思考上の決意 で終

る。Philipは 「自分の心理的欠陥に気づき、理論的にそれを改めようと欲

する。が生涯の習慣を破 ることはむっかしい」(p.474)の である。Philip

は理論的には〈人間関係に無関心で冷淡である〉という自己の欠点を認識 し、

その矯正の必要性を自覚 しているが、実際の日常生活では行動できないので

ある。この段階で、知識 と行動のギ ャップをいかに して埋めるかがPhilip

の課題となる。Philipは 、日常生活において知性と感情 に自己分裂 を起 こ

していたが、その二っを調和する実践段階において、理論と実践、知識と行

動の間で自己分裂を起こし苦悩することになる。つまり、Philipが どれだ

け理論を構築 しようと、それは無意味に近いのであり、Philipが 直面 して

いる問題は、どう生きるべきかではな く、いかに実践すべきかであり、実践

できtdい人間がいくら思考を重ねても無駄である。

結局、Philipは 理論を弄び実行力に欠ける知識人 の様態を暴露す ること

にな るが、 それを象徴的に表現 してい るのが子供 のPhilの 死で ある。

PhilipがRampion、Burlap、Spandre11と 共に、人間や人生に関する議論

を重ね、また自身の生活に対する分析 ・内省を重ねている間に、Elinorは

Webleyに 傾斜 し、Philは 脳膜炎で刻一刻 と死 に近づいている。 これは

「抽象がいかに人生を破壊するか」(p.559)の 例であり、Philの 死 は実人
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生に対す る知性の無力を象徴 していると言 うことができる。抽象的な議論や

思考は、実際の生活の前には無に等 しく、何の役にもたたない ものである、

というHuxleyの 痛烈な皮肉であろう。

Philipは 彼の生活様式の結果、Philの 死 という取 り返 しのっかない代価

を払 うのであるが、Philの 死によって もPhilipの 生活様式 は変化 しない。

奇跡は起 きないのである。Phi1の 死後、傷心のPhilip夫 妻 は外国へ旅立

っが、二人 は恐 らく空虚な索漠 とした夫婦生活が予測される。

結局、Philipの 知性と感情の調和論は、Philipの 現況の分析でしかない。

っまり、Philipが 知性と感情を統合 して調和 した生活を構築 しようとする

時、Philipの 知性 と感情の間には越えることのできない 「大きな深淵」(p.

442)が 横たわっており、二っの調和を実践 しようとすればするほど、Philip

はかえって深い自己分裂を意識することになる。言い換えれば、精神面 と肉

体面の調和のとれた全面的な生き方は、Philipに とって憧憬 にしか過 ぎな

く、〈不可能な憧れ〉である。この生き方 は、一っの目標とはなるが、到達

は不可能である。知性が発達 したPhilipに とって、本能 とか感情 の生活が

重要である、 という生き方の指針を確認するだけである。

IV

Philipの 対 極 に位 置 し、 現 実 の 複 雑 な 人 生 を生 き て い る人 間 と して 、

Philipの 模 範 とな る の がMarkRampionで あ る。RampionはPoint

CounterPointに お い て、 主 観 的 、 客 観 的 に、 精 神 面 と 肉 体 面 の 調 和 と平

衡 の とれ た生 活 を して お り、 彼 の思 想 、 生 き方 が この 小 説全 体 の 中 心 的 な規 鹽

範 とな って い る。Rampionの 思 想 は、 次 の よ うな もの で あ る。

Nobody's asking you to be anything but a man. A man, mind 

you. Not an angel or a devil. A man's a creature on a tight-rope, 

walking delicately equilibrated, with mind and consciousness and 

spirit at one end of his balancing pole and body and instinct and
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all that's unconscious and earthy and mysterious at the other. 

Balanced. Which is damnably difficult. And the only absolute 

he can ever really know is the absolute of perfect balance. (p. 560)

Rampionに よれ ば、 人 間 は片方 に精 神、 知 性 、 理 性 、 他 方 に肉 体 、 直 観 、

本 能 、 感 情 を備 え てお り、 人 間 の理 想 的 な生 き方 は この二 面 が 調和 され た生

き方 で あ る。 過 去 にお いて は、 ギ リシ ャ人 や エ トル リア人 は 「調和 の あ る完

全 な 生 活 」(P・144)を して お り、 ま たTheMarriage()fHeavenand

Hell(1790)を 書 い たWilliamBlakeも そ うで あ っ た。 しか し、 こ・の 二 面

は敵 対 し、 分 裂 す る傾 向 に あ り、 均 衡 を と る のが 難 しい。 特 に20世 紀 にお い

て は、 この二 面 の平 衡 は 「とて も難 し く」.なって い る。 キ リス ト教 が 人 間 の

精 神 を強 調 し、 科 学 が 知 力 に重 点 を お い たか らで あ り、 また そ の結 果、 肉 体

的 な もの が軽 視 され て き たか らで あ る。 っ ま り、 科学 、産 業 の進 歩 に よ る20

世 紀 の機 械 的 物 質 文 明 は、 「理 知 の偏 重 」(p.417)と 「人 間性 の あ らゆ る生

命 的 根 源 的 な もの の い よ い よ の萎 縮 」(p.417)を 招 い た の で あ り、 知 性 と

感 情 、 理 性 と本 能 、 精 神 と肉 体 の和 解 ・融 合 は不 可能 に近 くな って い るの で

あ る。 これが 、PointCounterPointに お い て、Rampionが 主 張 して い る

こ と で あ るが 、 事 実 、PointCounterPointの 登 場 人 物 は ほ と ん ど バ ラ ン

ス を崩 し、 張 り綱 か ら落 下 して い る ので あ る。

Lucyは 「何 事 も代 償 な し で は手 に 入 ら な い 」(p.283)と 述 べ 、

Spandrellは 「現 実 に起 こ る こ とは す べ て本 質 的 に そ の人 にふ さわ しい こ と

なん だ」(p.289)と 語 って い るが、PointCounterPointの ほ とん ど の人

物 が 自 身 の生 活 様 式 に 対 して 代 価 を 支 払 い、 悲 惨 な 結 果 に 終 っ て い る 。

Quarles夫 妻 は子 供 が死 亡 し、WalterはLucyに 去 られ失 意 の 日々 を過 ご

して お り、Spandrellは 自殺 同 然 の死 を 迎 え 、Johnは 死 の 考 え に 悩 み 、

Sidneyは 妊 娠 した秘 書 に どな り こま れ病 気 に な り、Webleyは 殺 害 さ れ る

ので あ る。 偽 善 的 精 神 主 義 者 のBurlapだ け が 喜 々 と して バ ラ色 の人 生 を

過 ご して い る。 ま た、 何 事 も起 こ らな い の はRampion夫 妻 だ けで あ る 。
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人間は悲惨な生を送 る運命 にあるのだろうか。

V

結 局 、PointCounterPointで は、 人 間 の 目標 は設 定 さ れ て い る が 、 そ

こに至 る方 法 は述 べ られ て いな いの で は な い か。 目標 は正 しい が、 そ こに至

る方 法 が 提 示 され て い な い と思 わ れ る。 川 の こち ら側 に い る人 間 に対 岸 のす

ば ら しさ を い か に 力説 して も、 そ の人 が泳 ぐ こ とが で きな ければ無駄 であ る。

そ の人 に何 らか の 方 法 で 川 を 渡 る こ と を教 え る必 要 が あ る の で は な いか 。

PointCounterPointで は、登 場 人 物 の 自 己分 裂 は十 二 分 に描 写 さ れ て い

るが、 そ の 自己分 裂 か ら脱 出 す る方 法 は考 え られ て い な い。Huxleyは 人 間

の現 状 分 析 は行 って い るが 、 そ れ に どの よ うに対 処 す るか は述 べ て い な い の

で あ り、 処 方 箋 は 出 せ な い で い るの で あ る。

ま た 、PeterBoweringが 言 っ て い る 「救 い を も た ら す 人 物 」(the

redemptivecharacter)5)は 、PointCounterPointに は不 在 で あ る。 救 い

を もた らす人 物 と は、Huxleyの 後 期 の神 秘 主 義 的 作 品 で あ るEyelessin

Gaza(1936)のDr.MillerやTimeMustHaveαStop(1944)の

BrunoRontiniの よ うに 、 目標 へ の道 を導 く師 と も言 うべ き人 物 を指 す が 、

そ の よ うな人 物 は この小 説 に は登 場 しな い。RampionもElinorも 、 悲 惨

な 人生 を 歩 ん で い るPhilipに そ こか らの脱 出 の道 を示 す人 物 で は な い。

Philipは 、Rampionが 精 神 面 、 肉体 面 で過 不 足 の な い全 面 的 な 生 き方 を

して い る、 と考 え、 絶 え ずRampionを 見 倣 お う と努 力 して い るが 、 実 は

RampionはPointCounterPointで は、 単 に 自説 を 声 高 に し ゃべ り、 他

の 人 物 の 上 に超 然 と位 置 して、 彼 らの生 き方 を診 断 して い る だ けで あ る。 彼

の 実 生 活 の 描 写 は ほ と ん ど な く 、 ま し て 彼 の 生 き 方 の 描 写 は な い 。

Rampionと い う人 物 は退 屈 だ と い う批評 が 定 説 に な って い るの で あ る。

Elinorは 確 か にPhilipの 感 情 の 枯 渇 を 直 そ う と努 力 して い る 。Philip
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を他 の女 性 と恋 愛 させ る こと に よ って 、 彼 に感 情 を取 り戻 させ よ う と試 み た

り、 あ る い は、 自身 のWebleyに 対 す る浮 気 心 をPhilipに 話 す こ と に よっ

て、 彼 の嫉 妬 を引 き出 そ うと した り して い る。 しか し、 そ の よ うな 対 症 療 法

に よ って も、Philipの 感 情 は蘇 生 しな い。Elinorの この よ うな 努 力 は 、 か

え って、Philipの 感 情 の 枯渇 を 強調 して い るだ け の よ うに思 わ れ る。

さ て、 この よ うに考 え を進 め て くる と、PointCounterPointに は全 然

希 望 が な い よ うに思 わ れ るが 、Rampionの 妻 のMaryの 存 在 が 人 間 の 生

き方 に一 っ の希 望 を与 え る よ うに 思 わ れ る。Rampion夫 妻 は 、Rampion

の精 神 面 と肉体 面 の調 和 と平 衡 論 に焦 点 が 当 て られ て お り、読 者 の 関 心 はそ

の平 衡 論 に行 きが ち で あ る が、Rampion夫 妻 の意 味 す る もの は も う一 っ あ

る。 そ れ は男 女 の調 和 と平 衡 で あ る。Rampion夫 妻 は、 個 の 内 部 で の 調 和

と平 衡 だ け で はな く、 夫 婦 間 の調 和 と平 衡 の必 要 性 を 示 して い る と考 え られ

る。

す で に述 べ た よ うに、PointCounter1)ointで は、Rampion夫 妻 の現 在

の生 活 は ほ とん ど語 られ て い な いが 、 そ の代 わ りに彼 らの 若 い頃 の話 が 結 婚

を 中心 に語 られ て い る。 そ の物 語 の 中 で 、MaryがRampionの 人 間 形 成

に強 い影 響 力 を与 え た こ とが述 べ られ て い る。Maryは 「何 か 大 きな 肉 体

力、 非 常 な精 力、 非常 な強 さ、 健 康 さ」(p.143)を 併 せ 持 っ た 「知 性 の あ

る原 始 人 」(p.143)で あ り、 自分 の意 見 を持 ち、 そ れ に従 って 行 動 す る女

性 で あ る。 例 えば 、Maryは 、 結 婚 に関 して 、 両 親 の 反 対 を 押 し切 り、 世

間 の慣 習 に従 わな いで、 自分 で結 婚 相 手 を 選 ぶ 。 ま た、 結 婚 後 、Rampion

が呆 れ悲 しも う と、 彼 女 は絶 対 に朝 寝 の 習 慣 を や め な い の で あ る。Mary

は、 対 人 関係 にお いて 、安 易 に相 手 と妥 協 しな い強 い 自我 や意 志 を持 った女

性 で あ る。 こ の よ う な強 固 な個 性 を 持 つMaryは 、 彼 女 の 所 属 す る貴 族 階

級 へ の敵 意 と二 人 の生 活様 式 の 大 き な差 異 の た め 、 結 婚 を た め ら って い る

Rampionに 彼 女 との結 婚 を決 意 させ 、 二 人 の 間 の 「た い へ ん な 深 淵 」(p,

142)を 飛 び越 え させ た ので あ り、 ま たRampionが 、 将 来 の 進 路 に関 して、
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教 師 か画 家兼 劇 作 家 か の二 者 択 一 に迷 って い る時 、 彼 に 「自分 の頭 だ けで」

(p.150)生 き る決 意 を させ た の で あ る。 更 に、Maryの 「苦 の な い高 笑 い、

旺盛 な 食 欲 、 天 真 爛 漫 な色 欲」(p.157)は 、Rampionに 、 子 供 の 頃 か ら

母 に培 わ れ て きた人 間 の 「本 能 的 肉体 的部 分 」(p.156)の 否 定 と い う 「清

教 精 神 」(p.157)を 克 服 させ た ので あ る。

勿 論 、Maryは 、Rampionの 存 在 感 を 持 っ て 「烈 し く生 きて い る」(p.

149)態 度 に好 感 と信 頼 を 寄 せ てRampionと 結 婚 した の で あ り、 「彼 女 自

身 の人 生 も幸 福 もす べ て結 婚 の おか げで あ り」(p.132)、 ま た対 人 関 係 に つ

い て は、 彼 女 はRampionの 判 断 に 「絶 対 の信 頼 」(p.133)を 置 い て い る

が 、Rampion夫 妻 は、 ど ち らか と言 え ば、Rampionの 方 が 生 き方 にっ い

てMaryか らよ り多 くの事 柄 を学 ん で い る感 じが す る。Rampionの 現 在

はMaryの お か げで あ る、 と言 って も過 言 で は な い と考 え られ る。

Maryは 女 性 と して、 男 性 の付 属 物 で は な い 、 対 等 の 立 場 を主 張 し、 そ

れ故 、Rampion夫 妻 は、 強 固 な 自我 が 衝 突 す る時 、 し ば しば 喧 嘩 もす る

が 、彼 ら は、 夫 妻 の ど ち らが主 で も従 で もな い、 平 等 の 関係 を維 持 し、 お 互

い に良 い影 響 を 与 え て い る。Rampion夫 妻 は 、D・H・Lawrence夫 妻 を

モ デル に して い る と言 わ れ 、理 想 化 しす ぎの感 が あ るが、 理 想 的 な男 女 関 係

と して 描 か れて い る。

一 方
、PointCounterPointのMary以 外 の女 性 は、LordTantamount

の妻 のHildaや 娘 のLucyの よ うな例 外 的 な 女 性 もい るが、 どち らか と言

え ば、 男 性 の身 勝 手 な生 き方 の被 害 者 と して描 か れ て い る。Sidneyの 妻 の

Rachelは 、 政 治 に も事業 に も失 敗 した無 能 で尊 大 な夫 を巧 み に操 作 しな が

ら家 庭 を営 ん で い る が、 自 身 は カ ト リ ッ ク に逃 避 して い る。Johnの 妻 の

Janetは 、 全 然 家 庭 に寄 り付 か な い放 蕩 者 の夫 が 、 病 気 にな り 自身 の 所 に

助 け を 求 め て くれ ば看 病 して い るが 、 東 洋 仏 教 的 な生 活 信 条 を 持 ち 、 「美 術

と文学 の 空想 の世 界 」(p.447)に 慰 め を 見 出 だ して い る。 ま た、Elinorは 、

Philipに 感 情 を取 り戻 させ よ う と色 々努 力 す る が 報 わ れ る こ と が な く、 心
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ならず も次第 にWebleyに 傾いてい く。Rampionは 、自身 の母 を評 して、

彼女は自分の生活にっいて 「あきらめてはいけないんだ。反抗 しなくちゃい

けない」(p.146)と 述べているが、 これ らの女性たちは、男性優位の人生

で男性に隷属することに甘ん じ、自己主張が少なく、人生 と戦わない。彼女

たちは、受動的で人生に対 して積極的ではないのである。彼女たちが強固な

自我を確立 していれば、彼女たちの、あるいはその夫たちの人生 も違 ったも

のになっていたかもしれない。

女性 が男性 と対等 な立場 にた っての人生 に対 する積極的 な関 与 が、

Philipを 代表とする自己分裂に苦 しむ人間の閉塞性か らの脱出の可能性を

示唆するのではないだろうか。
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